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大田区自立支援協議会設置要綱 

 

平成20年５月16日20保福障発第10280号区長決定 

改正 平成20年７月22日20保福障発第10902号部長決定 

改正 平成21年３月27日20保福障発第12956号部長決定 

改正 平成22年３月25日21福障発第13325号部長決定 

改正 平成24年３月22日23福障発第13466号部長決定 

改正 平成25年３月14日24福障発第13467号部長決定 

（目的） 

第１条 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第89条の

３に基づき、障害者及び障害児の地域における自立した生活を支援するため、相

談支援事業をはじめ、地域の障害福祉の課題について具体的な検討を行うことを

目的として、大田区自立支援協議会（以下「協議会」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 協議会の所掌事項は、次のとおりとする。 

(１) 相談支援事業に関すること。 

(２) 地域の関係機関との連携体制の構築に関すること。 

(３) その他障害者福祉の増進に必要なこと。 

（協議会の組織） 

第３条 協議会は、次に掲げる区分のうちから、区長が委嘱する委員22人以内で構

成する。 

(１) 地  域 

(２) 福  祉 

(３) 保健医療 

(４) 学識経験 

（委員の任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱の日から委嘱の日の属する年度末までとする。ただし、

再任を妨げない。 

２ 委員に欠員が生じた場合における後任の委員の任期は、前任者の残任期間とす

る。 

（会長及び副会長） 

第５条 協議会に会長及び副会長を置き、委員の互選によってこれを定める。 

２ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 協議会は、会長が招集する。 

２ 会長は、必要があると認めるときは、協議会に委員以外の者を出席させて意見

を聴くことができる。 

（専門部会） 

第７条 協議会は、専門的な調査検討を行うため、専門部会を置くことができる。 

２ 専門部会は、次に掲げる者をもって組織する。 

(１) 会長が指名する委員 

(２) 部会委員として会長が推薦し、区長が委嘱する者 

３ 専門部会に部会長を置き、部会長は、委員の中から会長が指名する。 



2 

４ 部会長は、専門部会を招集し、議事を掌理するとともに、調査検討経過及び結

果を協議会に報告する。 

５ 部会長は、必要があると認めたときは、専門部会に委員以外の者を出席させ、

意見を聴くことができる。 

（報告書の提出） 

第８条 協議会は、協議した内容を報告書にまとめ、この要綱を所管する部長に提

出する。 

（庶務） 

第９条 協議会及び専門部会の庶務は、この要綱を所管する課において処理する。 

（委任） 

第10条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が

別に定める。 

付 則 

この要綱は、決定の日から施行する。 

付 則（平成20年７月22日20保福障発第10902号） 

この要綱は、決定の日から施行する。 

付 則（平成21年３月27日20保福障発第12956号） 

この要綱は、平成21年４月１日から施行する。 

付 則（平成22年３月25日21福障発第13325号） 

この要綱は、平成22年４月１日から施行する。 

付 則（平成24年３月22日23福障発第13466号） 

この要綱は、平成24年４月１日から施行する。 

付 則（平成25年３月14日24福障発第13467号） 

この要綱は、平成25年４月１日から施行する。 
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平成 28 年度大田区自立支援協議会 委員名簿 

 

（協議会委員） 

区分 氏 名 所属等 

学識経験 会長 白井 絵里子 西武文理大学サービス経営学部 

福 

祉 

副会長 志村 陽子 大田区知的障害者育成会 

 福田 功志 大田区肢体不自由児（者）父母の会 

 青山 明子 大田区重症心身障害児（者）を守る会 

 粟田 修平 ＮＰＯ法人 大身連 

 宮澤 勇 大田区肢体障害者福祉協会 

 竹内 奈津子 大田区視力障害者福祉協会 

 竹内 千代江 大田区聴覚障害者協会 

 古怒田 幸子 大田区精神障害者家族連絡会 

 岡本 洋 かまた生活支援センター 

 森山 康之 大田区立障がい者総合サポートセンター 

 別所 孝治 大田区立うめのき園 

 森下 繁 大田区立新井宿福祉園 

 小野 英次郎 ＮＰＯ法人 みんなの家 

副会長 鶴田 雅英 東京都大田福祉工場 

 桟敷 洋子 ＮＰＯ法人 たすけあい大田はせさんず 

地 

域 

副会長 中野 真弓 ＮＰＯ法人 おおた市民活動推進機構 

 齋藤 信子 東京都立城南特別支援学校 

 加藤 治 東京都立田園調布特別支援学校 

 佐藤 美香 東京都立矢口特別支援学校 

 岡田 純子 大田区社会福祉協議会 

保健医療  林 達彦 大森赤十字病院 

 

（専門部会のみ委員） 

部会 氏 名 所属等 

相
談
支
援
部
会 

平井 有希子 大田区知的障害者育成会 

茂野 俊哉 ＮＰＯ法人 風雷社中 相談をめぐる冒険 

鈴木 啓太 糀谷作業所 

永井 良宗 こうじや生活支援センター 

田中 隆博 かまた生活支援センター 

今崎 牧生 アイエルロード 

栗田 総一郎 ＮＰＯ法人 ＡＳＫ 

内海 玄宗 ＮＰＯ法人 たすけあい大田はせさんず 

小嶋 愛斗 おおたＴＳネット 

大窪 恒 障がい者相談支援事業所 らっこ 

中越 祐一 相談支援室 さんさん幸陽 
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防
災
部
会 

石塚 由江 大田区知的障害者育成会 

市川 脩 株式会社 はんぺんブラザーズ 

柚木 秀彦 東京都立城南特別支援学校 

岡戸 繁樹 東京都立矢口特別支援学校 

就
労
支
援
部
会 

大内 伸一 ＮＰＯ法人 ステップ夢 

小平 真理 ＮＰＯ法人 樹林館 

都丸 利奈子 ＮＰＯ法人 みどりの歩み 

小林 清一 のぞみ園 

根本  ＮＰＯ法人 まひろ 

森村 明香 株式会社ＬＩＴＡＬＩＣＯ ＬＩＴＡＬＩＣＯワークス蒲田  

岩本 朋恵 東京都立田園調布特別支援学校 

國分 由記枝 東京都立矢口特別支援学校 

田中 由紀 牧田総合病院 

酒井 弘美 東京工科大学医療保健学部 

富田 文子 立教大学コミュニティ福祉学部 

こ
ど
も
部
会 

津田 直美 大田区知的障害者育成会 

田中 義也 あかしろきいろ発達支援るーむ 

根本  ＮＰＯ法人 まひろ 

篠崎 哲也 ＮＰＯ法人 みんなの家 

石川 智春 合同会社 朱紅 

野澤 景子 東京都立城南特別支援学校 

宮嶋 祐紀子 東京都立品川特別支援学校 

佐藤 渉 東京都立港特別支援学校 

松本 幸則 東邦大学医療センター大森病院 

浅川 裕紀子 保護者 

地
域
移
行
・
地
域
生
活
支
援
部
会 

山根 聖子 大田区知的障害者育成会 

山田 悠平 大田障害者連絡会 

伊藤 朋春 株式会社 ナイスケア 

田中 庸介 ＮＰＯ法人 風雷社中 

岡田 あい子 おおた社会福祉士会 

井岡 幸子 田園調布医師会 在宅医療連携調整窓口 

山田 紗梨 東邦大学医療センター大森病院 

藤牧 裕佳子 南晴病院 

川島 浩子 訪問看護リハビリステーションるな 

    

 

協議会委員 22 名 

専門部会のみ委員 44 名 計 66 名 
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平成 28 年度大田区自立支援協議会の構成 

事
務
局

【専門部会】 課題に応じた委員等から構成。課題ごとにより
具体的に協議する場。部会間では必要に応じて
連携を図る。

（本会の前に開催)
協議会会長、副会長、各専門
部会長が参加。本会のすすめ
方等を調整する場。

作
業
部
会

地域で日常的におこなわれている個

別支援会議（ケア会議）

連携機関

（年に３回程度開催）
協議会委員で構成。地域の関係者が情報共有し、
協議会の運営等について協議・確認する場。各
専門部会で協議されたことを共有し、また全体討
議会で検討された課題や提案について協議・確
認することで、地域のサービスの基盤整備につな
げ、公開された会議体として、協議会の活動を広
く発信していく。

大田区自立支援協議会（本会）

防
災
部
会

就
労
支
援
部
会

こ
ど
も
部
会

事
務
局

事
務
局

（年に３回程度開催）
部会を問わず、希望者が参加。
協議会のあり方や運営方法、
部会に属さない課題等につい
て、協議会全体で討議する場。

事
務
局

全体討議会
（全体討議会の前に開催）
各部会からコアメンバーを選出
し、全体討議会の開催に向け、
協議会のあり方や運営方法、
部会に属さない課題等につい
て、議題整理や検討方法を調
整する場。

個別

支援
会議

＜自立支援協議会の個別支援会議でとりあげていくもの＞
・公民協働やネットワークをよりいっそう必要とする支援
・現場で支援者が困難を感じている、支援が行き詰まって

いるもの等

運営会議

各専門部会の編集委員により
構成。「大田区自立支援協議会
だより」を作成し、協議会活動の
情報発信を進める。

編集会議

障害者就労促進担当者会議

地域生活移行支援地域ケア会議

児童発達支援地域ネットワーク会議
相談支援連絡会おおた

生産活動支援施設連絡会
施設長会

大田区職場体験実習実行委員会
就労移行支援事業所連絡会

おおたＴＳネット

相
談
支
援
部
会

事
務
局

委員構成
・協議会委員
左記の（1）から（4）の区分から、区長が委嘱する委員22名以内で構成 （1）地域（2）福祉（3）保健医療（4）学識経験

・専門部会のみ委員
大田区自立支援協議会設置要綱第7条第2項に基づき、会長が指名。27年度：54名

役員会議

地
域
移
行
・

地
域
生
活
支
援
部
会

作
業
部
会

作
業
部
会

作
業
部
会

作
業
部
会

個別

支援
会議

事
務
局
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平成 28 年 10 月 24 日 

 

大田区自立支援協議会 相談支援部会 

活 動 内 容 報 告 書 

 

１ 開催経過と内容 

 

２ これからの取組み 

① 個別支援会議の継続 

② 相談支援体制の構築からみた推進プランの点検・評価 

③ 他部会との連携についての検討 

 

日 時 主な内容 

第１回 

５月 11 日（水） 

９時 30 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 本会議の進め方・参加の仕方についての確認 

 大田区自立支援協議会設置要綱及び協議会の構

成の確認 

 昨年度の相談支援部会の経過の共有 

 相談支援部会の役割（個別支援会議を通じた地域

課題の抽出、相談支援体制整備のための協議、相

談支援事業の評価・人材育成）の確認 

 平成 28 年度の検討課題について 

第２回 

６月１日（水） 

９時 30 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 個別支援会議（昨年度個別支援会議検討事例の

現況） 

『他者との関係が築きにくい身体障害者に対する

支援の在り方』 

 事例を通して、基幹相談支援センターの在り方、

サービス等利用計画の質に関する課題等を抽出 

● 個別支援会議結果表の作成 

第３回 

７月６日（水） 

９時 30 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 個別支援会議 

「障害福祉サービス終了後、本人の生活基盤を支

える人がいないケースの支援について」 

● 個別支援会議結果表の作成 

第４回 

８月３日（水） 

９時 30 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 議論 

「基幹型・さぽーとぴあを含めた相談支援体制整

備に向けた検討」 

○ さぽーとぴあのこれからの方向性 

○ 基幹型・さぽーとぴあへの意見 

○ 上記議論の検討 

第５回 

９月 14 日（水） 

９時 30 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 議論 

「基幹型・さぽーとぴあを含めた相談支援体制

整備に向けた検討②」 

○ 上記議論の検討 
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平成 28 年度大田区自立支援協議会 相談支援部会名簿 

区分 氏 名 所属等 

専
門
部
会
委
員 

部会長 森山 康之 大田区立障がい者総合サポートセンター 

 
志村 陽子（副会長） 大田区知的障害者育成会 

 
宮澤 勇 大田区肢体障害者福祉協会 

 
古怒田 幸子 大田区精神障害者家族連絡会 

 
森下 繁 大田区立新井宿福祉園 

 
小野 英次郎 ＮＰＯ法人みんなの家 そらふね 

 
岡田 純子 大田区社会福祉協議会 

専
門
部
会
の
み
委
員 

 
平井 有希子 大田区知的障害者育成会 

 
鈴木 啓太 糀谷作業所 

 
茂野 俊哉 ＮＰＯ法人風雷社中 相談をめぐる冒険 

 
永井 良宗 こうじや生活支援センター 

 
田中 隆博 かまた生活支援センター 

 
今崎 牧生 アイエルロード 

 
栗田 総一郎 ＮＰＯ法人 ＡＳＫ 

 
内海 玄宗 ＮＰＯ法人 たすけあい大田はせさんず 

 
小嶋 愛斗 おおたＴＳネット 

 
大窪 恒 障がい者相談支援事業所 らっこ 

 
中越 祐一 相談支援室 さんさん幸陽 

 

＊「大田区自立支援協議会設置要綱」第７条第５項に基づく出席者 

・ 長谷川 正 （蒲田地域福祉課長） 

・ 山下 潤二 （大森地域福祉課 障害者地域支援担当係長（身体）） 

・ 友成 久  （調布地域福祉課 障害者地域支援担当係長（知的）） 

・ 小川 幹夫 （蒲田地域福祉課 障害者地域支援担当係長（身体）） 

・ 江口 隆一 （糀谷・羽田地域福祉課 障害者地域支援担当係長（知的）） 

・ 鈴木 美和子（大森地域健康課 健康事業係長） 

・ 梅實 里和 （調布地域健康課 健康事業係長） 

・ 井上 由里 （上池台障害者福祉会館 機能訓練係長） 

・ 林 倫子  （障がい者総合サポートセンター 相談支援部門） 
 

 作業部会： 森山部会長、森下委員、小野委員、鈴木委員、茂野委員、友成係長 
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別紙１ 
取扱要注意：会議終了後は提出者が回収・破棄すること 

【大田区自立支援協議会 相談支援部会資料】 

          平成  年  月  日 

事例提供者氏名：               所 属：                    

事例検討のタイトル：   

氏 名 “ Ａ ”さん（仮名） 性別  年齢    

現住所地  ※エリアが必要な場合のみ  
提供者の関わっ

ている期間  
 

支援の主たる目的：  

本人が希望していること：  

 
ジェノグラム・エコマップ  

 

制度利用  

について  

（手帳・年金・生活保護・その他―成年後見制度利用の有無など）  

 

生活歴／治療歴  

 

事例提供者と「 Ａ 」さんとのかかわりの経過  

 

課題としたこと  
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別紙２ 

大田区自立支援協議会相談支援部会が行う個別支援会議の結果（ver2）  

検討日  平成   年   月  日                     

検討事例の表題                                

                                         

検討により決まった方針、役割分担、次回検討の時期等 

 

 

 

事例のストレングス視点 

 

 

 

 

 

 

事例検討から引き出される施策や政策につなげる課題 

項目 本人 家族 

生活課題  

 

 

 

 

 

サービスに関す

る課題 

 

 

 

 

 

 

 

支援者側の課題  

 

 

 

 

 

支援の体制や 

仕組みに関する

課題 
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別紙３ 
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                   平成 28 年 10 月 24 日 

 

大田区自立支援協議会 防災部会 

活 動 内 容 報 告 書 

 

１ 開催経過と内容 

 

２ 防災訓練への参加 

 

３ これからの取組み 

① 福祉避難所開設訓練の検討 

② 福祉避難所についての情報・知識の整理 

③ 災害時における要配慮者の実態の確認・検証 

④ 自助の能力を高めるための取組み 

 

 

日 時 主な内容 

第１回 

５月 18 日（水） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 今年度の進め方について 

● 検討課題について 

● 年間スケジュールについて 

第２回 

６月 15 日（水） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● ヘルプカードの普及・啓発方法の検討 

● 地域・関係機関との連携方法の検討 

● 防災訓練の参加・協力の検討 

● 委員及び各関係機関からの情報提供 

第３回 

７月 20 日（水） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● ヘルプカードの普及・啓発方法の検討 

● 地域・関係機関との連携方法の検討 

● 防災訓練の参加・協力の検討 

● 委員及び各関係機関からの情報提供 

第４回 

８月 17 日（水） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 防災訓練への参加・協力方法の検討 

● ヘルプマークの活用について 

● 防災部会で取り組んでみたいことについて 

● 委員及び各関係機関からの情報提供 

第５回 

９月 21 日（水） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 中間報告に向けて 

● 防災訓練への参加・協力について 

● 委員及び各関係機関からの情報提供 

日 時 名 称 参加状況 

９月 25 日（日） 

９時 00 分～12 時 00 分 

大田区総合防災訓練 

（大森東地区） 

協議会関係者：３名 

区職員：３名 

10 月２日（日） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

大田区総合防災訓練 

（六郷地区） 

協議会関係者：５名 

区職員：３名 
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平成 28 年度大田区自立支援協議会 防災部会名簿 

区分 氏 名 所属等 

専
門
部
会
委
員 

部会長 粟田 修平 ＮＰＯ法人 大身連 

 
志村 陽子（副会長） 大田区知的障害者育成会 

 
竹内 奈津子 大田区視力障害者協会 

 
竹内 千代江 大田区聴覚障害者協会 

 
森山 康之 大田区立障がい者総合サポートセンター 

 
加藤 治 東京都立田園調布特別支援学校 

専
門
部
会
の
み
委
員 

 
石塚 由江 大田区知的障害者育成会 

 
市川 脩 株式会社はんぺんブラザーズ 

 
柚木 秀彦 東京都立城南特別支援学校 

 
岡戸 繁樹 東京都立矢口特別支援学校 

 

＊「大田区自立支援協議会設置要綱」第７条第５項に基づく出席者 

・ 二村 太郎 （警視庁蒲田警察署 警備課） 

・ 丸山 裕士 （警視庁蒲田警察署 警備課） 

・ 春田 耕作 （東京消防庁大森消防署 警防課） 

・ 入籾 寛樹 （東京消防庁大森消防署 警防課） 

・ 都甲 周二 （東京消防庁田園調布消防署 警防課） 

・ 鈴木 浩二 （東京消防庁蒲田消防署 警防課） 

・ 長島 修  （東京消防庁矢口消防署 警防課） 

・ 内藤 禎一 （大田区立大森東福祉園 施設長） 

・ 市川 邦彦 （大田区立久が原福祉園 施設長） 

・ 田村 克彦 （大田区立南六郷福祉園 施設長） 

・ 内川 洋一 （災害対策担当課長） 

・ 阿部 幸喜 （防災危機管理課 防災危機管理担当係長） 

・ 高橋 太洋 （防災危機管理課 防災危機管理担当） 

・ 鎌田 裕一 （上池台障害者福祉会館長）  

・ 吉田 実  （障害福祉課 障害者支援担当係長（施設）） 

・ 斉藤 禄美 （障がい者総合サポートセンター 管理係長） 

・ 小泉 洋子 （障がい者総合サポートセンター 管理係） 

・ 土井 翼  （障がい者総合サポートセンター 地域交流支援部門主任） 
 

 作業部会： 粟田部会長、志村委員、竹内（奈）委員、竹内（千）委員、 

 
森山委員、市川委員 
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                   平成 28 年 10 月 24 日 

 

大田区自立支援協議会 就労支援部会 

活 動 内 容 報 告 書 

 

１ 開催経過と内容 

日 時 主な内容 

第１回 

５月 16 日（月） 

15 時 00 分～17 時 00 分 

（於：本庁舎 HK‐203 会議室） 

● 各委員・各ネットワーク・事務局からの情報提

供 

● 作業部会委員、編集委員、運営会議委員の選出 

● 28 年度検討課題の確認 

おおた障がい施策推進プランの評価と見直し、

就労支援ネットワークづくり、就労定着支援量

と質の調査、企業就労以外の多様な働き方の検

討 

第２回 

６月 20 日（月） 

15 時 00 分～17 時 00 分 

（於：本庁舎 905 会議室） 

● 各委員・各ネットワーク・事務局からの情報提

供 

● 年間の議題スケジュールの確認 

● 定着支援量と質の調査 

状況の変化を踏まえ目的・調査方法を確認。 

● 事例検討「転職支援について」 

勤務時間の延長が不可の企業で就労している方

の転職支援、就労先企業との調整について検討。 

第３回 

７月 25 日（月） 

15 時 00 分～17 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ集会室２） 

● 各委員・各ネットワーク・事務局からの情報提

供 

● おおた障がい施策推進プランの点検 

次期プラン策定に向けた実態調査に反映が必要

な事項や実態調査に限定しない実態把握の方法

の検討。 

● 定着支援量と質の調査 

プレ調査を実施し、調査票を修正。調査依頼先

の検討。 

● 事例検討「高次脳機能障害のある方の復職支援」 

障がい者総合サポートセンター内での就労支援

部門と機能訓練部門との連携、復職先企業との

調整について報告。 

第４回 

８月 22 日（月） 

15 時 00 分～17 時 00 分 

（於：本庁舎 HK‐203 会議室） 

● 各委員・各ネットワーク・事務局からの情報提

供 

● おおた障がい施策推進プランの点検 

次期プラン策定に向け、実態調査実施前までに

部会として意見をまとめ提出することを確認。 

● 定着支援量と質の調査 

調査票の最終確認、調査依頼先・回答期限・集
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２ これからの取組み 

① 次期おおた障がい施策推進プラン策定に向けての反映意見の検討 

② 新たな就労支援ネットワーク作りについて 

③ 企業就労以外での多様な働き方の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計結果報告の方法を確認。 

● 事例検討「職場実習先企業への雇用アプローチ」 

職場実習を行った企業での就労を希望している

が、企業としては雇用計画がない場合のアプロ

ーチを検討。 

第５回 

９月 26 日（月） 

15 時 00 分～17 時 00 分 

（於：本庁舎 HK‐203 会議室） 

● 各委員・各ネットワーク・事務局からの情報提

供 

● おおた障がい施策推進プランの点検 

大田区障がい施策推進会議への具体的な意見反

映項目の整理と確認。 

● 中間報告に向けて前期の振返り 

● 定着支援量と質の調査 

アンケート集約状況の中間報告 
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平成 28 年度大田区自立支援協議会 就労支援部会名簿 

区分 氏 名 所属等 

専
門
部
会
委
員 

部会長 鶴田 雅英（副会長） 東京都大田福祉工場 

 
志村 陽子（副会長） 大田区知的障害者育成会 

 
中野 真弓（副会長） ＮＰＯ法人 おおた市民活動推進機構 

 
別所 孝治 大田区立うめのき園 

専
門
部
会
の
み
委
員 

 
大内 伸一 ＮＰＯ法人 ステップ夢 

 
小平 真理 ＮＰＯ法人 樹林館 

 
都丸 利奈子 ＮＰＯ法人 みどりの歩み 

 
小林 清一 のぞみ園 

 
根本  ＮＰＯ法人 まひろ 

 
森村 明香 株式会社 LITALICO LITALICO ワークス蒲田 

 
岩本 朋恵 東京都立田園調布特別支援学校 

 國分 由記枝 東京都立矢口特別支援学校 

 
田中 由紀 牧田総合病院 

 
酒井 弘美 東京工科大学医療保健学部 

 
富田 文子 立教大学コミュニティ福祉学部 

 

＊「大田区自立支援協議会設置要綱」第７条第５項に基づく出席者 

・ 富永 眞也 （新蒲田福祉センター 機能訓練係長） 

・ 山田 達也 （障がい者総合サポートセンター 就労支援部門主任） 

・ 広瀬 健次郎（障がい者総合サポートセンター 就労支援部門） 
 

 作業部会： 鶴田部会長、中野委員、大内委員、小平委員、都丸委員、田中委員、 

 
酒井委員、富田委員 

 

＊ゲストスピーカー 

 第４回 

・ 新田 仲（ハローワーク大森 雇用指導官） 
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別紙１ 

 

次期おおた障がい施策推進プラン策定に向けた意見 

平成 28 年度大田区自立支援協議会就労支援部会 

 

次期障がい施策推進プラン策定にあたり、就労支援部会にてニーズの把握方法や実態調査

に反映して欲しい意見を協議した。協議内容は以下①今期プランへの反映して欲しい意見、

②次期プランへ反映して欲しい意見、③次期プラン策定に向けた実態調査に反映して欲しい

意見、④実態調査に依らずニーズ把握をして欲しい意見の４項目である。 

 

【今期プランへ反映して欲しい意見】 

１ 計画としてより具体的な目標が明記され、進捗状況の把握も行いやすい内容が好まし

い。 

（例）①目標の明記方法が「○○の充実」だけでなく、充実した状態がどのような状態な

のか「数値的な成果」などを明記する。 

②期間中の事業目標だけでなく、期間中を単年度ごとに区切って事業目標を明記す

る。 

 ２ 事業 18「高次脳機能障がい児・者への支援の充実」で計画事業が 28 年度になり滞っ

ている。取り組み状況に明記するとともに 28 年度下半期での修正を検討し実施してほ

しい。 

（例）①高次脳機能障がい児・者のための専門的な相談支援体制の充実では、「訪問訓練」

が期待されている。 

②支援者の育成、スキルアップのための研修等の実施では、27 年度実施した「出前

講座」が活用できる。 

 

【次期プランへ反映して欲しい意見】 

１ 計画としてより具体的な目標が明記され、進捗状況の把握も行いやすい内容が好まし

い。（同上） 

２ 次期プランから一体となる「発達障害者支援計画」に、青年期以降に診断を受けた人

たちの支援の視点を入れること。 

 

【次期プランへの実態調査に反映して欲しい意見】 

１ 前回の調査票では曖昧な表現の質問や答えづらい選択肢があったため、改善した方が

良い。 

（例）①問 15-２選択肢 ２ 現在より利用を増やしたい、新規に利用したい。 

３ 利用するつもりはない、またはわからない。 

                     （ひとつの選択肢に複数の要素） 

②問 17 の選択肢６「最も信頼できると判断して」（選択肢の内容が主観的） 

     ③問 20 選択肢５「特に決まったことはしていないが、外出していることが多い」(①

に同じ) 

     ④問 30 選択肢４「外出したくない、必要がない」（①に同じ） 

⑤選択肢をわかりやすくするために具体例も含めているが、逆に長くなりわかりづ

らくなっていないか。 

２ 前回の調査票では、精神障がいだけ異なる質問票だったが、ニーズの比較がしづらい。
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障がい手帳の種別ごとで質問票を分けずに実施できないか検討が必要。 

３ 前回の調査票において、手帳の等級や重複して所持している手帳の種類、疾病・診断

名の質問項目がある。集計の際は、その回答を活用し更に詳細な分析やクロス集計を

行い、ニーズの把握をしてほしい。 

 ４ 身体障害者は、高齢者施策や介護保険サービスを利用していることも多いが、介護保

険ケアマネージャーから障害福祉サービスに繋がることは少ない。また前回の調査結

果からどの障がい種別でも相談相手に医療関係者の回答が多い。 

①このことから、事業所調査の対象に障害福祉サービス事業所だけでなく、介護保

険関係や医療関係の事業所等も加え、実態把握やニーズ把握を行うことが必要。 

②介護保険サービスも利用しているかという項目を追加し、利用している場合に介

護保険サービスと障がい福祉サービスの調整について困難があったかどうかの設

問を加える。 

５ サービス利用状況・利用意向調査項目に「ピアカウンセリング」の選択肢をいれて欲

しい。 

６ 調査票の記入者が家族やその他の方が記入している場合には、今回の調査票でも代筆

者ではなく「本人の立場・本人の意見」で回答するように明確に表示する。 

７ 移動支援などのサービスで、利用を希望しても事業所が少ないために利用できない状

況があると聞く。サービスの利用を希望した人が実際に利用できたかという設問を加

える。 

 

【ニーズ把握をしっかりと行って欲しい意見】 

１ 地域福祉課や地域健康課に以下の聞き取りをお願いしたい。 

①手帳申請や相談があったが、サービス利用に至らなかった場合の実態 

②精神障がいや高次脳機能障がい等の中途障害者の潜在的なニーズの実態 

２ ニーズの早期発見のため、発症・初診時から障害福祉サービス利用に至るまでの経緯

や思い・感情を把握し、その他にどのような手段や情報があれば、障害福祉サービス

を利用しやすくなるか調査してほしい。 

 ３ 小・中・高校での障がいや障がい者に対する啓発活動の必要性と需要量を調査してほ

しい。 

 ４ 発達障がい児（主に学齢期において、身体障害者手帳や愛の手帳を所持していない場

合）に関するニーズの把握については、実態調査では把握しづらい傾向にある。教育

委員会（教育センター）や学校関係者と連携してニーズの把握をしてほしい。 

 

 

以上。 
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別紙２ 

 

大田区における障がい者の就労定着支援に関する調査【単純集計】

1 身体障害 23 1 自治体 5

2 知的障害 30 2 社会福祉法人 19

3 精神障がい 35 3 ＮＰＯ法人 13

4 発達障害 17 4 医療法人 1

5 高次脳機能障害 14 5 社団法人 3

6 その他 3 6 株式会社 5

7 その他 0

1 就労継続支援Ｂ型 20 1 専任者がいる 14

2 就労継続支援Ａ型 4 2 兼任者がいる 14

3 就労移行支援 8 3 特定の支援者は配置していない 18

4 地域活動支援センター 8

5 その他 6

いる 18

就労者数（人） 51

1 就労定着支援体制加算 5 2 いない 20

2 就労移行支援体制加算 3 ３０時間以上 42

3 施設外支援 6 ２０時間以上３０時間未満 9

4 メニュー選択式加算 9 ２０時間未満 5

5 １～4以外の算定 3 不明 1

6 算定しなかった 29 ３） 9

定着支援人数　 157 来所面談―本人 119

定着支援未実施事業所 20 来所面談―家族 5

家庭訪問面談 3 来所面談―企業 1

職場訪問面談 50 電話相談―本人 123

来所面談 134 電話相談―家族 15

電話・メール相談 137 電話相談―企業 23

企業実施の交流会等参加 4 メール相談―本人 7

他支援機関との話し合い 9 メール相談―家族 0

医療・行政への同行 6 メール相談―企業 2

医療・行政への電話・メール 10

ＪＣ依頼・同行 17

その他 1

利用対象者の障害種別 事業所の運営主体

事業形態 就労に関する職員体制

Ｑ１
Ｑ２

就労定着支援の報酬請求

平成２７年度の就労者

週
就
労
時
間

２）

Q６
１）

1

Ｑ３

Ｑ４

Ｑ５

就労継続支援Ａ型と契約

平成２７年度の定着支援① 平成２７年度の定着支援②

Ｑ７
１）

２）

３）

１）

ア）

イ）
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1 いる 10 3

　離職者数 17 業務のやり方の見直し・再調整 5

2 いない 16 2

3 0

６か月以上１年未満 6 1

4 3

0 4

2 1

2 3

0 0

0

健康管理等を含む生活支援 0

5 余暇支援 0

本人の能力・体力の変化 9 その他 0

0

0

2 Q９ 1 障がい者就労支援センター 17

1 2 地域福祉課 11

0 3 地域健康課 8

4 4 生活福祉課 4

0 5 さぽーとぴあ相談支援部門 7

2 6 JOBOTA 0

1 7 ハローワーク 12

2 8 特別支援学校 2

４） 9 東京しごと財団 4

10 東京ジョブコーチ支援室 9

11 東京都心身障害者福祉センター 1

12 東京障害者職業センター 5

13 障害者就業・生活支援センター 3

14 その他 5

Q１０

平成27年度の離職者①

Ｑ８
１）

２）

６か月未満

１年以上３年未満

３年以上５年未満

５年以上１０年未満

１０年以上

不明

事業所の移転・廃止
３）

職場環境の変化

労働条件の変化

雇用契約の期間満了

より良い条件の企業へ転職

その他

本人の病状・体調の悪化

障害の進行

本人・家族の生活・環境変化

転居

業務内容の変化

【　自由記述　】

５）

【　自由記述　】

就労定着支援時に連携している機関

平成27年度の離職者③

業務内容の見直し

新たな業務の切り出し

雇用条件の見直し

ジョブコーチの派遣

事業所内の障害者理解の促進

本人とのより頻繁な面談

家族とのより頻繁な連絡

企業とのより頻繁な連絡

医療との連携

福祉サービスの利用促進

平成27年度の離職者②
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別紙３ 
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                   平成 28 年 10 月 24 日 

 

大田区自立支援協議会 こども部会 

活 動 内 容 報 告 書 

 

１ 開催経過と内容 

 

２ これからの取組み 

① ライフステージに応じた相談支援、切れ目のない支援に向けて 

② 大田区発達障がい児・者支援計画の点検・評価 

③ 大田区児童発達支援地域ネットワーク会議と研修会・意見交換 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 主な内容 

第１回 

５月 13 日（金） 

10 時 00 分～11 時 30 分 

（於：本庁舎教育委員会室 ） 

● 昨年度までの取組みについての確認 

● 今年度の検討課題の抽出 

 ライフステージに応じた相談支援 

 ネットワーク会議との連携 

 おおた障がい施策推進プランについて 

 大田区発達障がい児・者支援計画の点検評価 

第２回 

６月２日（木） 

10 時 00 分～11 時 30 分 

（於：本庁舎 HK-203 会議室） 

● 今年度の進め方 

 ライフステージに応じた相談支援のあり方の検

討 

 大田区の状況の把握と分析、課題の整理 

● 年間スケジュールについて 

第３回 

７月７日（木） 

10 時 00 分～11 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ集会室１） 

● ライフステージに応じた相談支援について 

 大田区の子どもを取りまく情報の収集と分析 

● 年間計画確認 

第４回 

８月４日（木） 

10 時 00 分～11 時 30 分 

（於：消費者生活センター第六集

会室） 

● ライフステージに応じた相談支援について 

 大田区の子どもを取りまく情報の収集と分析 

● 大田区児童発達支援地域ネットワーク会議との

合同開催について 

第５回 

９月１日（木） 

10 時 00 分～11 時 30 分 

（於：本庁舎 902 会議室） 

● ライフステージに応じた相談支援について 

● グループ討議 

● 中間報告に向けて 
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平成 28 年度大田区自立支援協議会 こども部会名簿 

区分 氏 名 所属等 

専
門
部
会
委
員 

部会長 志村 陽子（副会長） 大田区知的障害者育成会 

 
桟敷 洋子 ＮＰＯ法人 たすけあい大田はせさんず 

 
加藤 治 東京都立田園調布特別支援学校 

 
佐藤 美香 東京都立矢口特別支援学校 

専
門
部
会
の
み
委
員 

 
津田 直美 大田区知的障害者育成会 

 
田中 義也 あかしろきいろ発達支援るーむ 

 
根本  ＮＰＯ法人 まひろ 

 
篠崎 哲也 ＮＰＯ法人 みんなの家 

 
石川 智春 合同会社 朱紅 

 
野澤 景子 東京都立城南特別支援学校 

 
宮嶋 祐紀子 東京都立品川特別支援学校 

 
佐藤 渉 東京都立港特別支援学校 

 
松本 幸則 東邦大学医療センター大森病院 

 
浅川 裕紀子 保護者 

 

＊「大田区自立支援協議会設置要綱」第７条第５項に基づく出席者 

・ 保刈 栄紀 （指導課 指導主事） 

・ 小鳥 彰子 （健康づくり課 健康づくり担当係長） 

・ 老川 万里子（教育センター 教育相談担当係長）  

・ 本多 あゆみ（子育て支援課 こどもサポート担当係長） 

・ 古野 親子 （学務課 特別支援教育担当係長）  

・ 齋藤 晋自 （障がい者総合サポートセンター 相談支援部門） 

・ 前田 玲  （障がい者総合サポートセンター 居住支援部門） 

・ 大岩 香代子（こども発達センターわかばの家 施設長） 
 

 作業部会： 志村部会長、桟敷委員、佐藤（美）委員、石川委員、宮嶋委員、  

 
齋藤（晋）氏、前田氏 
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別紙１ 
 

・大田区人口（平成 28 年 4 月 1 日）          715,156 人 

       18 歳未満                95,457 人  13.3％ 

 

・愛の手帳所持者数（平成 28 年 3 月 31 日）    4,252 人 

       18 歳未満               974 人 

 

・障害児通所支援受給者数（平成 28 年 7 月 1 日） 

 児童発達支援           272 人 

       医療型児童発達支援         22 人 

       医療型+児童発達支援         2 人 

       放課後等デイサービス       509 人 

 

・わかばの家登録数（平成 28 年 5 月末） 

       外来訓練登録           637 人 

       自由来館登録            73 人 

       単独通所              36 人 

       親子通所              30 人 

  わかばの家相談者数（平成 28 年 5 月受付数）    44 人 

  

・城南分園 

平成 27 年度 初診者数（大田区民）   75 人（6 歳以下が主） 

医療型児童発達支援(平成 27 年 4 月 1 日)  32 人 

               (平成 28 年 4 月 1 日)  24 人    

     

・教育センター 就学相談件数（平成 27 年度） 

       電話相談              996 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



40 

別紙２ 
 

 

 

（児童発達支援）



事業所名 事業所住所 電話 FAX 指定年月日 定員
第三者評価
受審状況

1
こども発達センターわかばの家
（単独通所）

千鳥3丁目7番5号 3757-7761 3757-7763 2012/4/1 36人

2
こども発達センターわかばの家
（親子通所）

千鳥3丁目7番5号 3757-7761 3757-7763 2012/4/1 30人

3
LITALICOジュニア蒲田教室
総合発達コース

南蒲田1丁目1番17号
川口ビル3階

5714-5288 5714-5289 2012/4/1 10人

4 あかしろきいろ発達支援るーむ
西蒲田2丁目7番1号
アクイールセイザン101

6410-3531 6410-6702 2013/10/1 10人 H26年度 ※

5 みなそら蒲田園 東矢口1丁目11番11号 5713-2080 5713-2081 2013/10/1 10人

6 みなそら多摩川園
田園調布1丁目6番3号
早川ビル2階

5755-5816 6715-6890 2014/11/1 10人

7 リトル　コールケア 南雪谷4丁目7番14号　2階 3728-8656 3720-9556 2014/12/1 10人 ※

8 発達支援教室スマイル久が原
久が原3丁目37番1号
ＮＹビル2階

5700-7225 5700-7226 2015/3/1 10人 ※

9 こどもプラスほしのこ 大森南3丁目24番2号 6423-9612 6423-9613 2015/11/1 10人 ※

10 あかしろきいろ発達支援るーむⅡ 池上4丁目30番9-201号 6410-6701 6410-6702 2016/4/1 10人 ※

11 こどもプラスほしのこキッズ
南蒲田1丁目1番１７号
川口ビル１階１号室

6428-6203 6428-6204 2016/7/1 10人

12 児童デイパーチェ
大森東1丁目35番　コーシャハ
イム大森東4-108

6404-8391 6404-8392 2016/8/1 10人 ※

（医療型児童発達支援）



事業所名 事業所住所 電話 FAX 指定年月日 定員
第三者評価
受審状況

1
北療育医療センター
城南分園

東雪谷4丁目5番10号 3727-0521 3726-7816 2012/4/1 40人

（保育所等訪問支援）



事業所名 事業所住所 電話 FAX 指定年月日 定員
第三者評価
受審状況

1 保育所等訪問支援あいりすキッズ
西馬込1丁目32番15号
共信ビル303号室

3771-1618 3773-1655 2016/6/1

療育の観点から集団療育及び個別療育を行う必要があると認められる未就学児が利用できます。

大田区内　障害児通所支援事業所一覧

肢体不自由があり、理学療法等の機能訓練または医療的管理下での支援が必要と認められた未就学児が利用できます。

平成28年9月1日現在  (児童福祉法に基づくサービス事業所のみ）

※印がついている事業所の定員は放課後等デイサービスと併せての定員です。



保育所など集団生活を営む施設に通所しており、施設を訪問し専門的な支援が必要と認められた児童が利用できます。

日常生活における基本的な動作の指導、知識技能の付与、集団生活への適応訓練を行います。

上肢、下肢または体幹の機能の障がいのある児童について、児童発達支援及び治療を行います。

集団生活への適応のため専門的な支援を行います。
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（放課後等デイサービス）



事業所名 事業所住所 電話 FAX 指定年月日 定員
第三者評価

受審状況

1 くれよんくらぶ
大森北1丁目11番3号
サカエビル5階

6410-8940 6410-8940 2012/7/1 10人

2 テラコヤキッズ　蒲田教室
西蒲田7丁目1番3号
ステラビル7階

5714-5235 5714-5236 2013/7/1 10人

3 あかしろきいろ発達支援るーむ
西蒲田2丁目7番1号
アクイールセイザン101

6410-3531 6410-6702 2013/10/1 10人 ※

4 スキップランド南六郷 南六郷2丁目27番3号 6753-7555 6677-6097 2013/10/1 10人

5 スマイル東雪谷キッズルーム 東雪谷4丁目25番2号 6421-8851 6421-8831 2013/11/1 10人 H27年度

6 アインクラブ 池上5丁目28番1号 6410-4661 6410-4662 2014/3/1 10人

7
放課後等デイサービス
ポジティブ

仲六郷2丁目39番7号
鈴木ビル1階

6424-9501 6424-9502 2014/3/1 10人

8 スキップランド新蒲田 新蒲田1丁目13番7号 6479-9952 6754-0070 2014/4/1 10人

9 テラス児童デイサービス千鳥
千鳥1丁目17番6号
千鳥コラージュ１階

3752-1928 3752-1928 2014/11/1 10人

10 みなそら多摩川園
田園調布1丁目6番3号
早川ビル2階

5755-5816 6715-6890 2014/11/1 10人

11 リトル　コールケア 南雪谷4丁目7番14号　2階 3728-8656 3720-9556 2014/12/1 10人 ※

12 ハーティーパーチ久が原
南久が原2丁目19番29号
植松ビル2階

6459-8068 6459-8120 2015/2/1 10人

13 発達支援教室スマイル久が原
久が原3丁目37番1号
ＮＹビル2階

5700-7225 5700-7226 2015/3/1 10人 ※

14 かたつむりクラブ
池上3丁目31番14号
ファミールクボタ１階

3751-1661 3751-1661 2015/4/1 10人

15 テラコヤキッズゆめ気球教室
蒲田1丁目25番7号
グレードワン・ヒラタ1階

5480-6676 3730-1133 2015/4/1 10人

16 みなそら矢口園
東矢口3丁目30番12号
祥明ビル2階

6428-7058 6428-7059 2015/4/1 10人

17 ゆめクラブ
池上6丁目13番11号
不二美ビル1階

3751-5335 3751-5335 2015/4/1 10人

18 アインクラブ大森
大森本町2丁目26番15号
松尾ビル2階

6404-9898 6404-9313 2015/8/1 10人

19 こどもプラスほしのこ 大森南3丁目24番2号 6423-9612 6423-9613 2015/11/1 10人 ※

20 このこのリーフ池上
池上3丁目25番5号
グリーンパレス1階

6410-4491 6410-4492 2016/2/1 10人

21 あかしろきいろ発達支援るーむⅡ 池上4丁目30番9-201号 6410-6701 6410-6702 2016/4/1 10人 ※

22 ハッピーテラス大田千鳥教室
千鳥1丁目3番19号
住建第七ﾊｲﾌﾟﾚｰｽ107号室

6410-2899 6410-2855 2016/4/1 10人

23 ファミリールーム　りぼん
中央8丁目4番13号
ＫＴＹ中央101

6410-3286 6410-3287 2016/7/1 10人

24 テラス児童デイサービス西蒲田
西蒲田8丁目7番14号
中野ビル１階

6428-7371 6428-7372 2016/7/1 10人

25 児童デイパーチェ
大森東1丁目35番　コーシャハ
イム大森東4-108

6404-8391 6404-8392 2016/8/1 10人 ※

26 放課後デイ　レインボースター 南蒲田1丁目1番23号 6424-8758 6424-8759 2016/8/1 10人

※印がついている事業所の定員は児童発達支援と併せての定員です。

就学児で、授業の終了後または休業日に支援が必要と認められた児童が利用できます。





生活能力の向上のために必要な訓練、社会との交流の促進などの支援を行います。
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別紙３ 

児童館等子育て支援施設組織図 平成 28 年４月現在 

 

 

 

 

主要事業 
①  学童保育（通常利用・一時利用・夏休み利用） 

   保護者の就労等により、放課後や学校が休みの日に、 

保護者の保育に欠ける小学１年から６年生対象。 

利用料がかかる。通常利用と夏休み利用は申請後審査がある。 

② 小学生の一般利用 

小学生が一度帰宅してから、施設を利用できる。 

③ 中学生の一般利用 

中学生が一度帰宅してから、施設を利用できる。 

④ ファミリールーム 

  乳幼児が保護者と一緒に利用できる。 

⑤ 子育て講座 

⑥ 相談事業 

  保護者からの子育て相談、児童からの相談 

⑦ 地域との連携 

※子育てすくすくネット実施施設  

 

・放課後子ども教室は教育委員会所管事業で、当該校の児童のみ。 

「放課後ひろば」は、放課後子ども教室と学童保育の一体型。 

学童保育はこども家庭部子育て支援課が所管している。 
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 平成 28 年 10 月 24 日 

 

大田区自立支援協議会 地域移行・地域生活支援部会 

活 動 内 容 報 告 書 

 

１ 開催経過と内容 

 

２ これからの取組み 

① 医療的ケアを必要とする方の自立生活についての検討 

② これまでの検討のまとめ・整理 

③ 次年度に向けた論点整理 

 

 

 

 

 

 

日 時 主な内容 

第１回 

５月 12 日（木） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：本庁舎 905 会議室） 

● 昨年度の振り返り 

● 今年度の進め方について 

● 年間スケジュールについて 

第２回 

６月９日（木） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：消費者生活センター第五集

会室） 

● 今年度の部会の方向性について 

● 年間の議題について 

第３回 

７月 14 日（木） 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：本庁舎 HK-203 会議室） 

● 地域移行のための相談支援体制について 

 制度や取組の概要について 

 模擬ケア会議（ロールプレイング） 

 グループワーク 

 意見交換・質疑応答・まとめ 

第４回 

８月４日（木） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：本庁舎 HK-203 会議室） 

● さぽーとぴあ二期工事について 

 二期工事の概要について 

 意見交換・質疑応答 

● 地域生活支援拠点等の整備について 

 面的整備の概要について 

 グループワーク 

 意見交換・質疑応答・まとめ 

第５回 

９月８日（木） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：本庁舎 905 会議室） 

● 中間報告について 

● 第４回の振り返り・まとめ 

● 知的障がい者の自立生活について 
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平成 28 年度 大田区自立支援協議会 地域移行・地域生活支援部会名簿 

区分 氏 名 所属等 

専
門
部
会
委
員 

部会長 青山 明子 大田区重症心身障害児（者）を守る会 

 
白井 絵里子（会長） 西武文理大学サービス経営学部 

 志村 陽子（副会長） 大田区知的障害者育成会 

 鶴田 雅英（副会長） 東京都大田福祉工場 

 福田 功志 大田区肢体不自由児（者）父母の会 

 岡本 洋 かまた生活支援センター 

 齋藤 信子 東京都立城南特別支援学校 

 林 達彦 大森赤十字病院 

専
門
部
会
の
み
委
員 

 
山根 聖子 大田区知的障害者育成会 

 
山田 悠平 大田障害者連絡会 

 
伊藤 朋春 株式会社ナイスケア 

 
田中 庸介 ＮＰＯ法人 風雷社中 

 
岡田 あい子 おおた社会福祉士会 

 
井岡 幸子 田園調布医師会 

 
山田 紗梨 東邦大学医療センター大森病院 

 
藤牧 裕佳子 南晴病院 

 
川島 浩子 訪問看護リハビリステーションるな 

 

＊「大田区自立支援協議会設置要綱」第７条第５項に基づく出席者 

・ 金子 江理子（健康医療政策課 健康政策担当係長） 

・ 関 香穂利 （障がい者総合サポートセンター次長） 

・ 斉藤 禄美 （障がい者総合サポートセンター 管理係長） 

・ 平林 直樹 （障がい者総合サポートセンター 居住支援部門主任） 

・ 石毛 哲洋 （障がい者総合サポートセンター 相談支援部門） 
 

 作業部会： 青山部会長、鶴田委員、齋藤委員、山根委員、山田（悠）委員、  

 
伊藤委員、田中委員  
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別紙 

（１）住まい

番号 名称 例 備考
1 グループホーム 複数回答
2 短期入所
3 入所施設 アミークス東糀谷、いずみえん 複数回答
4 大田通勤寮
5 特別養護老人ホーム

番号 名称 例 備考

6 自宅
単身、家族と同居、障害の状況にあわ
せて回収等を行っているもの、戸建
て、アパート・マンション

複数回答

7 賃貸アパート 生活扶助基準内アパート
8 都営・区営住宅
9 高齢者住宅

10 無料低額宿泊所
11 簡易宿所
12 居候
13 ビジネスホテル
14 マンガ喫茶
15 不動産会社
16 保証会社
17 建築調整課

（２）日中活動

番号 名称 例 備考
1 学校 複数回答
2 サポート校
3 フリースクール
4 児童館
5 保育園
6 幼稚園
7 発達障害児を対象にした民間の教育支援企業
8 特別支援学校 複数回答

番号 名称 例 備考

9 通所施設（生活介護）
南六郷福祉園、久が原福祉園、大森
東福祉園、新井宿福祉園

複数回答

10 放課後等デイサービス 複数回答
11 地域活動支援センター
12 生活支援センター 複数回答
13 生活訓練 さぽーとぴあ 複数回答

番号 名称 例 備考
14 デイケア(病院、介護保険） 複数回答
15 ナイトケア
16 AA（アルコホーリクス・アノニマス）
17 GA（ギャンブラーズ・アノニマス）

番号 名称 例 備考
18 就労移行支援施設 ウィングル

19 就労継続支援B型施設
福祉工場、くすの木園、うめのき園、ス
テップ夢、大田福祉作業所

複数回答

20 障害者雇用枠での雇用
21 働く場の企業 複数回答

＜福祉関係＞

地域移行・地域生活支援部会　地域資源を確認するグループワーク　まとめ　ver.１

～地域生活支援拠点等の整備に関する検討～

＜福祉関係＞

＜その他＞

＜教育関係＞

＜医療関係＞

＜就労関係＞
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番号 名称 例 備考
22 親の会（情報支援や相談の場）
23 サロン
24 ボランティア
25 町会
26 図書館宅配サービス

（３）経済

番号 名称 例 備考
1 障害基礎年金 複数回答
2 生活保護（生活扶助） 複数回答
3 医療費助成制度
4 福祉手当
5 大田区手当
6 通所工賃
7 後見人
8 日常生活自立支援事業
9 バリアフリー改修補助

番号 名称 例 備考
10 企業給与
11 遺産のアパートや駐車場
12 親族からの支援
13 各種減免
14 課税課

（４）医療

番号 名称 例 備考

1 病院
南晴病院、昭和大学歯科病院、障害
者が受診しやすい工夫をしているとこ
ろ

複数回答

2 診療所
3 医師会
4 医療連携窓口
5 往診
6 外来 ○○クリニック 複数回答
7 かかりつけ医療機関 （精神科・内科・他科） 複数回答
8 リハビリクリニック
9 訪問看護ステーション

10 薬局
11 保健所 複数回答
12 デイケア
13 ＭＳＷ（医療ソーシャルワーカー）
14 薬剤師
15 保健師 複数回答

＜福祉関係＞
番号 名称 例 備考

16 通院（移動支援）
17 自立支援医療 複数回答

（５）意思決定

番号 名称 例 備考
1 相談支援 複数回答
2 相談支援事業所 さぽーとぴあ（相談）
3 本人の意思決定支援
4 自己決定

＜福祉関係＞

＜その他＞

＜社会保障・福祉関係＞

＜その他＞

＜医療関係＞
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5 さぽーとぴあ
6 地域庁舎 （高齢・障害・健康） 複数回答
7 区・行政（福祉課） 複数回答
8 地域包括支援センター
9 社会福祉協議会 権利擁護センター 複数回答

番号 名称 例 備考
10 家族 複数回答
11 ケアマネジャー 複数回答
12 ヘルパー等 複数回答
13 日常支援者のチーム
14 成年後見人等 複数回答
15 代理人
16 身体障害者相談員
17 知的障害者相談員
18 保健師
19 精神保健福祉士
20 生活保護担当ケースワーカー
21 相談相手 友人、恋人 複数回答

22 成年後見制度
成年後見、成年後見人、海外のいろい
ろあるが、マインド

複数回答

23 金銭管理の支援（日常生活自立支援事業）
24 ケア会議 複数回答

（６）その他

番号 名称 例 備考
1 警察
2 消防
3 防災訓練
4 地域庁舎
5 出張所
6 保健所
7 介護タクシー
8 生活支援センター
9 さわやかサポート

10 移動支援
11 介護保険の支援者
12 支援者の支援（部屋をかりるとき）
13 家族支援
14 区の行政サービス
15 宅配弁当
16 民生委員
17 自治会
18 ボランティア
19 友人・知人
20 恋人
21 よく行くお店の人
22 緊急一時保護
23 町内会
24 障害者手帳
25 バリアフリー社会人サークル
26 親の会
27 こらぼ大森
28 入浴サービス
29 訪問大学
30 googleプレイス
31 企業OSR

＜その他＞
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                   平成 28 年 10 月 24 日 

 

大田区自立支援協議会 役員会議・運営会議・全体討議会・編集会議 

活 動 内 容 報 告 書 

 

○ 役員会議 

会長、副会長、各専門部会長が参加し、本会や専門部会のすすめ方の調整等

を行います。 

 

１ 開催経過と内容 

 

２ 大田区自立支援協議会役員 

氏 名 役 職 

白井 絵里子 会長 

志村 陽子 副会長（こども部会長兼務） 

鶴田 雅英 副会長（就労支援部会長兼務） 

中野 真弓 副会長 

森山 康之 相談支援部会長 

粟田 修平 防災部会長 

青山 明子 地域移行・地域生活支援部会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 主な内容 

第１回 

９月８日（木） 

12 時 00 分～13 時 00 分 

（於：本庁舎 202 会議室） 

● 第２回本会について 

 次第の確認 

 資料の確認 
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○ 運営会議 

各部会からコアメンバーを選出し、全体討議会の開催に向け、協議会のあり

方や運営方法、部会に属さない課題等について、課題整理や検討方法の調整を

行います。 

 

１ 開催経過と内容 

 

２ 運営会議委員 

氏 名 所属等 

白井 絵里子 会長 

志村 陽子 副会長（こども部会長兼務） 

鶴田 雅英 副会長（就労支援部会長兼務） 

中野 真弓 副会長 

森山 康之 相談支援部会長 

粟田 修平 防災部会長 

青山 明子 地域移行・地域生活支援部会長 

茂野 俊哉 相談支援部会委員 

大内 伸一 就労支援部会委員 

篠崎 哲也 こども部会委員 

山田 悠平 地域移行・地域生活支援部会委員 

伊藤 朋春 地域移行・地域生活支援部会委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 主な内容 

第１回 

７月 29 日（金） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

● 各専門部会の状況報告 

● 今年度の全体討議会の進め方について 

 年間スケジュールについて 

 第１回全体討議会について 

第２回 

10 月６日（木） 

13 時 30 分～15 時 30 分 

（於：さぽーとぴあ集会室１） 

● 第２回全体討議会について 

● 今後のスケジュールについて 
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○ 全体討議会 

部会を問わず希望者が参加し、協議会のあり方や運営方法、部会に属さない

課題等について、協議会全体で討議を行います。 

 

１ 開催経過と内容 

 

○ 編集会議 

各専門部会から選出された委員により構成され、「大田区自立支援協議会だよ

り」を作成し、協議会活動の情報発信を行います。 

 

１ 開催経過と内容 

 

２ 編集委員 

氏 名 所属等 

平井 有希子 相談支援部会委員 

柚木 秀彦 防災部会委員 

國分 由記枝 就労支援部会委員 

石川 智春 こども部会委員 

岡本 洋 地域移行・地域生活支援部会委員 

 

 

 

 

日 時 主な内容 

第１回 

８月 19 日（金） 

10 時 00 分～12 時 00 分 

（於：さぽーとぴあ多目的室） 

＜参加者＞ 

委員：16 名、関係者：１名 

区職員：４名、事務局：３名 

● 各専門部会の状況報告、情報提供について 

● 第１回大田区障がい者施策推進会議の報告 

● 自立支援協議会のあり方について 

● 今後のスケジュールについて 

日 時 主な内容 

第１回 

７月 21 日（木） 

13 時 00 分～16 時 00 分 

（於：さぽーとぴあカンファレン

ス室） 

● 自己紹介 

● 年間発行計画（スケジュールと大まかな記事の

内容） 

● 紙面構成 

● 役割分担 

● 配布計画 

● 今後の作業予定等 
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途
総

合
防

災
訓

練
(9

/
2
5
大

森
東

)

中
間

ま
と

め
※

別

途
総

合
防

災
訓

練
(1

0
/
2
六

郷
)

福
祉

避
難

所
開

設
訓

練
、

要
配

慮

者
の

実
態

の
確

認
・
検

証
等

福
祉

避
難

所
開

設
訓

練
、

要
配

慮

者
の

実
態

の
確

認
・
検

証
等

福
祉

避
難

所
開

設
訓

練
、

要
配

慮

者
の

実
態

の
確

認
・
検

証
等

年
度

ま
と

め

①
5
/
1
6
（
月

）
②

 6
/
2
0
(月

)
③

 7
/
2
5
(月

)
④

 8
/
2
2
(月

)
⑤

 9
/
2
6
(月

)
⑥

1
0
/
1
7
(月

)
⑦

1
1
/
2
8
(月

)
⑧

1
2
/
1
9
(月

)
⑨

 1
/
1
6
(月

)
⑩

 2
/
2
0
(月

)

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

、
検

討
課

題
の

確
認

等

年
間

計
画

検
討

、

事
例

報
告

①
、

定

着
支

援
調

査
①

事
例

報
告

②
、

推

進
プ

ラ
ン

の
点

検

①
、

定
着

支
援

調

査
②

事
例

報
告

③
、

推

進
プ

ラ
ン

の
点

検

②
、

定
着

支
援

調

査
③

中
間

報
告

準
備

、

推
進

プ
ラ

ン
の

点

検
③

B
型

ア
セ

ス
メ

ン
ト

、
さ

ぽ
ー

と
ぴ

あ
上

半
期

報

告
、

新
た

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
①

新
た

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
②

、
公

開

セ
ミ

ナ
ー

準
備

①

事
例

報
告

④
、

新

た
な

働
き

方
①

、

ゲ
ス

ト
振

り
返

り

①

新
た

な
働

き
方

②
、

公
開

セ
ミ

ナ
ー

準
備

②

最
終

報
告

準
備

、

事
例

報
告

⑤
、

ゲ

ス
ト

の
振

り
返

り

②

①
5
/
1
3
（
金

）
②

６
/
２

（
木

）
③

7
/
7
（
木

）
④

8
/
4
（
木

）
⑤

9
/
1
（
木

）
⑥

1
0
/
6
（
木

）
⑦

1
1
/
4
(金

）
⑧

1
2
/
1
（
木

）
⑨

1
/
6
(金

）
⑩

2
/
2
（
木

）

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

、
検

討
課

題
の

確
認

等

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応

じ
た

相
談

支
援

大
田

区
の

情
報

収
集

と
分

析

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応

じ
た

相
談

支
援

大
田

区
の

情
報

収
集

と
分

析

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応

じ
た

相
談

支
援

大
田

区
の

情
報

収
集

と
分

析

中
間

報
告

に
向

け
て

中
間

ま
と

め
大

田
区

児
童

発
達

支

援
地

域
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

会
議

と
の

合
同

研
修

会

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応

じ
た

相
談

支
援

大
田

区
の

現
状

を
踏

ま
え

て

発
達

障
が

い

児
・
者

計
画

点

検
評

価
作

業

発
達

障
が

い
児

・

者
計

画
点

検
評

価
作

業
、

年
度

ま

と
め

①
5
/
1
2
（
木

）
②

6
/
9
（
木

）
③

7
/
1
4
（
木

）
④

8
/
4
（
木

）
⑤

9
/
8
（
木

）
⑥

1
0
/
1
3
（
木

）
⑦

1
1
/
1
7
（
木

）
⑧

1
2
/
8
（
木

）
⑨

1
/
1
2
（
木

）
⑩

2
/
9
（
木

）

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

、
検

討
課

題
の

確
認

等

部
会

の
方

向
性

、

年
間

の
議

題
項

目
の

検
討

地
域

移
行

の
た

め

の
相

談
支

援
体

制
に

つ
い

て

さ
ぽ

ー
と

ぴ
あ

二
期

工

事
、

地
域

生
活

支
援

拠
点

等
の

整
備

に
つ

い
て

中
間

報
告

に
つ

い

て
、

知
的

障
が

い

者
の

自
立

生
活

に

つ
い

て

中
間

ま
と

め
医

療
的

ケ
ア

を
必

要
と

す
る

身
体

障
が

い
者

の
自

立
生

活
に

つ
い

て

ゲ
ス

ト
ス

ピ
ー

カ
ー

振
り

返
り

、
次

年
度

に
向

け
て

年
度

ま
と

め
地

域
移

行
・
地

域
生

活
支

援
部

会

全
体

討
議

会

編
集

会
議

相
談

支
援

部
会

防
災

部
会

就
労

支
援

部
会

こ
ど

も
部

会

運
営

会
議

会
議

／
開

催
月

本
会

役
員

会
議

３ 月 の 開 催 は 予 定 し て お り ま せ ん

第
3
回

（
1
2
月

中
旬

～

1
月

上
旬

）

第
3
回

（
又

は
学

習
会

）

（
1
月

中
旬

～

2
月

上
旬

）
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